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Ⅰ 清須市の現状と今後の見通し 

※人口等の現状分析における数値については、原則として数値の基準日が、2005（平成 17）年７月６日

以前の場合は、旧西枇杷島町・旧清洲町・旧新川町・旧春日町の数値を合計し、2005（平成 17）年７

月７日から 2009（平成 21）年９月 30 日までの場合は、旧清須市・旧春日町の数値を合計している。 

 

（１）人 口 

 

現 状 

清須市の人口は、1970（昭和 45）年から 2015（平成 27）年の 45年間に 7,575人増加し、

2015（平成 27）年 10月時点で 67,327人となっています。これまでは概ね増加傾向となっ

ており、特に 2005（平成 17）年から 2015（平成 27）年にかけて 3,969人（6.3％）増加し

ています。 
 
■総人口（清須市・全国） 

 
出典：総務省「国勢調査」 

 
2015（平成 27）年の年齢別人口（５歳階級別）をみると、40 歳代と 60 歳代の２つのピ

ークが見られます。男女の人数差を年齢別にみると、15～54歳にかけては、男性の人数が

女性の人数を大きく上回っています。一方、55歳以上については、女性の人数が男性の人

数を上回っています。 
 
■性別・年齢５歳階級別人口と男女の人数差（2015（平成 27）年） 

 
出典：総務省「国勢調査」 
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1970（昭和 45）年以降の年齢３区分別人口の推移をみると、15歳未満の年少人口は、1975

（昭和 50）年から減少に転じ、近年はおおむね横ばいで推移しています。15～64歳の生産

年齢人口は、1995（平成７）年をピークに減少に転じています。一方、65歳以上の老年人

口は、増加傾向となっています。 

 

■年齢３区分別の人口・構成比（清須市・全国） 

  
出典：総務省「国勢調査」 

 

清須市の人口増減数の推移について、自然増減数は一貫して増加を維持しています。 

社会増減数は、近年はおおむね増加傾向にあり、2012（平成 24）年は改正住民基本台

帳法の施行により、2017（平成 29）年は大規模な社宅の建設により大きく増加していま

す。 

 

■人口増減数 

 
出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」※2012 年までは年度間、2013年から

は年間の数値。2012年以降は外国人住民を含む数値。 
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■自然増減数・社会増減数 

 

＜自然増減数＞ 

 
出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」※2012 年までは年度間、2013年から

は年間の数値。2012年以降は外国人住民を含む数値。 

 

＜社会増減数＞ 

 
出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」※2012 年までは年度間、2013年から

は年間の数値。2012年以降は外国人住民を含む数値。 
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産業別就業人口割合の推移をみると、製造業を中心とする第二次産業の就業人口割合は

これまで減少傾向にありましたが、2015（平成 27）年は増加に転じています。 

卸売・小売業やサービス業を中心とする第三次産業の就業人口割合は、増加が続いてい

ます。 

 

■産業別（分類不能を除く）就業人口割合（清須市・全国） 

 
出典：総務省「国勢調査」 

 

今後の見通し 

2015（平成 27）年の国勢調査人口 67,327人を基準に今後の人口を推計すると、2020

（令和２）年には 69,337人となり、その後 2025（令和７）年にピークを迎えた後、緩や

かに減少が始まり、2045（令和 27）年には 68,870人となることが見込まれます。 

2016（平成 28）年２月に策定した人口の将来展望を示す「清須市人口ビジョン」にお

ける推計値（ケース①、ケース②）と比較しても、今後の総人口は上振れすることが見込

まれます。 
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また、年齢３区分別人口では、15～64歳の生産年齢人口は、2025（令和７）年まで緩

やかに増加しますが、その後減少局面に入ることが見込まれます。 

 一方で、65歳以上の老年人口は、一貫して増加が続くことが見込まれます。 

 

■清須市の年齢３区分別人口の見通し 

 
 

■人口推計の手法 
 今回の将来人口推計では、コーホート（同一期間に出生した集団）ごとの時間変化を軸
に人口の変化をとらえる「コーホート法」のうち、人口変動の直接的な要因を「出生」、「死
亡」、「移動」に分けて計算を行う「コーホート要因法」を使用した。 
 
（基準人口） 
 2015（平成27）年国勢調査における男女別・年齢（５歳階級）別人口を基準人口とした。 
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国立社会保障・人口問題研究所の2018（平成30）年推計と同様、2045（令和26）年までと

した。 
（将来の出生率） 
国立社会保障・人口問題研究所の2018（平成30）年推計に準拠した清須市の女子５歳階

級別出生率仮定値を使用した。 
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（２）世 帯 

清須市の世帯数の推移をみると、これまで一貫して増加しており、2015（平成 27）年に

は 27,036世帯となっています。一方で、一世帯あたりの人員は減少しており、2015（平成

27）年には 2.45人となっています。 

 

■世帯数・１世帯あたり人員（一般世帯） 

 
出典：総務省「国勢調査」 

 

（３）地価動向 

住宅地の公示価格高位地点（設定されている地価公示標準地の中で最高価格であった地

点）の価格を旧４町地区別にみると、2010（平成 22）年に西枇杷島地区 103,000円/㎡（西

枇杷島町南大和）、清洲地区 110,000 円/㎡（新清洲二丁目）、新川地区 104,000 円/㎡（助

七一丁目）、春日地区 90,300円／㎡（春日落合）であったのに対し、2019（平成 31）年は

西枇杷島地区 104,000円/㎡（西枇杷島町旭二丁目）、清洲地区 107,000円/㎡（新清洲五丁

目）、新川地区 106,000 円/㎡（助七一丁目）、春日地区 88,500 円（春日落合）となってい

ます。 

2010（平成 22）年を 1.00とする指数で上記地点の 2019（平成 31）年価格を示すと、西

枇杷島地区が 1.01、清洲地区が 0.97、新川地区が 1.02、春日地区が 0.98となっています。 
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■地価動向（住宅地：旧４町地区） 

 

＜公示地価（価格）＞ 

 
出典：国土交通省「地価公示」 

 

＜公示地価（指数）＞ 

 
出典：国土交通省「地価公示」をもとに作成 

 

（４）７つの政策分野における現状・（５）財政状況 

 については、直近の状況までの整理を行い、第４回審議会で審議。 

 

（６）リニア中央新幹線の開業による影響等（リニア・インパクト） 

 については、前期基本計画の内容を基本に整理し、第４回審議会で審議。 
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Ⅱ 土地利用方針 

 

清須市では、工業地区と住宅地区、さらに農用地が混在していますが、将来的な用途純

化を基本として、広域的な交通利便性とゆとりある土地空間の有効活用を図り、職・住・

レクリエーションの空間が共存する地域として整備する必要があります。 

 このため、リニア中央新幹線の開業も見据えて、ＪＲ枇杷島駅、名鉄新清洲駅・須ケ口

駅を中心として、商業等の都市機能が集積する交流拠点となる「拠点都市機能誘導ゾーン」

を設定します。 

 また、都市化が進む中で貴重な農地を守り、自然との共生を図るため、「都市・農地共生

ゾーン」を設定するとともに、市内を流れる庄内川・新川・五条川の流域を市民が憩う豊

かな水辺空間として整備し、美濃路や清洲城、朝日遺跡などの歴史的資源及び五条川沿い

の文化芸術施設などの活用とあわせて、市民が安らぎと知的な充足感を感じることができ

る「憩いの水辺保全・活用ゾーン」を設定します。これらの地域資源を活用するために、

「地域資源（歴史・水辺）活用軸」で結び、地域の魅力の向上と文化的な発展を目指しま

す。 

 各ゾーンを「広域幹線交通軸」と「地域内連絡幹線道路」で連結することにより、市内

全域の均衡な発展と広域的な交流・連携を図り、清須市の総合力をより高めていきます。 

 今後、都市計画上の用途区分に応じた適切な土地利用を推進するとともに、その土地の

ポテンシャルを生かしたまちづくりを進め、地域全体の活力向上を目指します。 

 

 
 

都市・農地共生ゾーン 

前期計画･･･「緑地」 前期計画･･･「都市緑地・農地ゾーン」 
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Ⅲ 清須市まち・ひと・しごと創生総合戦略 2020 

 

…資料６－２ 
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Ⅳ ７つの政策の実現に向けた 37 の施策 

 

（１）政策体系 

基本構想で掲げる７つの政策（施策の指針）のもとに、その実現に向けて清須市が中期

的に取り組む施策（行政分野や組織の所掌事務を踏まえて、複数の事務事業をその目的に

より束ねるもの）を、以下のとおり体系的に整理します。 

施策の単位については、施策の継続性を確保するために「第２次総合計画 前期基本計

画」の施策項目（37項目）をベースとしつつ、現状の行政課題や組織体制を踏まえて 37の

施策を設定します。 
 

政策１ 

安全で安心に暮らせるまちをつくる 

施策１０１ 治水対策の推進 

施策１０２ 防災・減災対策の推進 

施策１０３ 防犯・交通安全対策の推進 

施策１０４ 消防・救急医療体制の充実 

政策２ 

子育てのしやすいまちをつくる 

施策２０１ 母子保健の充実 

施策２０２ 子育て支援の充実 

施策２０３ 学校教育の充実 

施策２０４ ひとり親家庭への支援の充実 

施策２０５ 青少年健全育成の推進 

政策３ 

誰もが健やかにいきいきと暮らせるまちをつくる 

施策３０１ 健康づくりの推進 

施策３０２ 地域福祉の充実 

施策３０３ 高齢者福祉の充実 

施策３０４ 障害者（児）福祉の充実 

施策３０５ 医療保険・年金制度の適正運営 

施策３０６ 生活保護・生活困窮者自立支援制度の適正実施 

政策４ 

便利で快適に暮らせるまちをつくる 

施策４０１ 市街地整備の推進 

施策４０２ 道路・橋梁の整備・適正管理の推進 

施策４０３ 上水道の安定供給・下水道の充実 

施策４０４ 水辺空間と緑地の充実 

施策４０５ 公共交通の充実 

施策４０６ ごみの減量化と資源化の推進 

施策４０７ 環境保全の推進 

施策４０８ 斎苑施設の整備・運営 

政策５ 

魅力に満ちた活力のあるまちをつくる 

施策５０１ 観光の振興 

施策５０２ 商業・工業の振興 

施策５０３ 都市近郊農業の振興 

施策５０４ 消費生活の擁護 

政策６ 

豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

施策６０１ 生涯学習の充実 

施策６０２ 文化・芸術活動の振興 

施策６０３ 文化財保護の推進 

施策６０４ スポーツ・レクリエーション活動の振興 

施策６０５ 国際交流の振興 

施策６０６ 男女共同参画社会の推進 

政策７ 

つながりを大切にするまちをつくる 

施策７０１ 市民参加・市民協働の推進 

施策７０２ 広報・広聴活動の充実 

施策７０３ 自治・コミュニティ活動の振興 

施策７０４ 市民ニーズに応える行政運営の推進 
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（２）施策の概要 

 

主担当課 

施策単位で主担当課を設定し、主担当課が「施策の展開」ごとの担当課と連携を図りな

がら、施策の進行管理を実施します。 

 

目指す姿 

施策単位で、基本構想の終期である 2024（令和６）年度を見据え、“施策がどう展開さ

れ、その結果、まちがどうなっているか”という視点から、施策の目標となる「目指す姿」

を掲げます。 

 

達成度指標 

施策単位で、「目指す姿」にどこまで近づけているかを測るための指標として、「達成度

指標」を設定します。「達成度指標」は原則として実現すべき成果に係る数値目標とします。 

また、市民満足度調査における「施策の満足度」については、全施策共通の「達成度指

標」として、計画期間中の上昇を目指します。 

 

＜市民満足度調査＞ 

市が取り組む施策に対して、市民が現在どの程度満足と感じているか、そして今後ど

れくらい重要と感じているかを統計的に整理し、市のまちづくりに反映することを目的

として、2008（平成 20）年度から実施しています。 

第１次総合計画の期間中においては、隔年で実施してきましたが、第２次総合計画の期

間中においては、計画の検証・見直し等の時期にあわせて、次のとおり実施を予定して

います。 

 

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

         

         

  
 

施策の展開 

施策の「目指す姿」の達成に向けて、後期計画の計画期間（2020（令和２）年度から 2024

（令和６）年度まで）において、施策をどのような方向性で進めていくかを整理するもの

です。 

「施策の展開」ごとに担当課を設定し、施策の主担当課と連携を図りながら、施策全体

を推進します。また、「施策の展開」に即した具体的な事務事業については、実施計画（「Ⅴ 

基本計画を核とする行政運営マネジメントの実行」を参照）において、毎年度整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

前期（３年度間） 後期（５年度間） 

満足度調査 満足度調査 改定作業 満足度調査 満足度調査 改定作業 
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（３）施策ページの見方 

 

 

 

 

 

 
  

■国等の動向や、清須市におけるこれまでの取組を踏まえ、
施策を取り巻く現状と課題を整理しています。 

現状と課題 

目指す姿 

■後期基本計画の終期である
2024（令和６）年度を見据え
て、施策の目標として、『施
策がどう展開され、その結
果、まちがどうなっている
か』を掲げています。 

達成度指標 

■施策の「目指す姿」にどこまで近づけているかを測るための指標です。 
■後期基本計画の終期である 2024（令和６）年度を見据えた目標値（後期計画目標値）を設
定しています。 

満足度…「市民満足度調査」の結果を指標とするものです。「市民満足度調査における満足
度」は、調査において、施策に対して「満足」又は「やや満足」と回答した方の割
合の合計です。 

戦略 …「清須市まち・ひと・しごと創生総合戦略 2020」の数値目標又はＫＰＩ（重要業績
評価指標）を指標とするものです。３つの基本目標ごとに整理しています。 
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施策の展開 

■施策の「目指す姿」の達成に向けて、後期基本計画の計画期間（2020（令和２）年度
から 2024（令和６）年度まで）において、施策をどのような方向性で進めていくかを
整理しています。 

■「施策の展開」に即した具体的な事業を、「実施計画」で毎年度整理します。 
戦略…「清須市まち・ひと・しごと創生総合戦略 2020」に位置付けている取組です。 
   ３つの基本目標ごとに整理しています。 

関連する個別計画 

■施策に関連する個別計画を記載しています。 
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（４）後期基本計画における 37の施策 …資料６－３ 

 

Ⅴ 基本計画を核とする行政運営マネジメントの実行 

 

 前期基本計画の内容を基本に整理し、第４回審議会で審議。 

 


